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SgrB2は銀河系中心近傍に存在し、かつ銀河系でもっとも活発な星形成領域として過去多数の理論的、観測的研究
が行われてきた。国立天文台で推進されているVERAプロジェクトにおいても、銀河系中心までの距離指標として
重要（Reid 1993)である事から重要な天体として位置づけ、2005年 10月より観測を継続している。また SgrB2は、
1)X線反射星雲（Koyama 1995、Murakami 2002)、2)X1,X2軌道の交点、Twin armモデル（Blitz 1993、Sofue
1995、Sawada 2004）3)活発な星形成を起こすGiant Impact Scenario（Cloud-Cloud collision）（Hasegawa 1994)
等の理論、観測モデルの検証として、銀河系中心までの距離のみならずアストロメトリ的に重要な天体である。
SgrB2のみならず銀河系中心の他の弱いメーザーを位相補償観測する上で困難な点は参照電波源が弱く（100mJy

以下）メーザーを参照源とした逆位相補償解析を行う必要があるという事である。2006年度より逆位相補償解析の
検討を開始し、現状達成した解析方法を用いて解析を行ったところ、微弱参照電波源 J1745-28を数 10mJyで検出
し、SgrB2Mの固有運動検出に成功した。本年会では、上記結果と共に現状の問題点、VERAを用いた銀河系中心
領域観測の手法、EAVNへの発展計画について併せて報告する。


